


第 67号

大
道
会
摂
心
行
わ
れ
る

四
月
十
六
日
、
福
井
商
工
会
議

所
吉
田
裕
晃
課
長
様
の
ご
案
内
で
、

台
湾
よ
り
曹
洞
宗
永
平
山
東
禅
寺

の
住
職
稗
善
祥
老
師
ザ
二

行
総
勢

二
十
一

名
様
が
参
拝
に
と
ら
れ
ま

し
た
。善
祥
禅
師
の
思
師
で
あ
る
高
僧

稗

一
党
了
然
大
禅
師
が
日
本
に
滞

在
さ
れ
て
い
る
聞
に
、
そ
の
更
に

恩
師
で
あ
る
鈴
木
天
山
禅
師
(
永

平
六
十
九
世
、

総
持
寺
独
住
第
十

位
貫
首
)
の
指
導
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
天
山
大
和
尚
は
大
正
十
一
年
九

月

(六
十
歳
)
に
当
山
宝
鹿
寺
の

第
五
十
世
住
職
と
な
ら
れ
ま
し
た。

榔
師
は
昭
和
十
五
年
に
総
持
寺
へ

普
住
さ
れ
る
ま
で
の
十
九
年
間
に

専
門
僧
堂
を
開
単
さ
れ
官
洞
宗
第

二
道
場
と
し
て
の
法
光
を
輝
か
さ

れ
ま
し
た
。

庫
院
を
総
二
階
に
改
築
さ
れ、

さ
ら
に
昭
和
四
年
に
は
木
堂
を
改

台
湾
よ
り
参
拝
団

四
月
三
十
日
の
夜
坐
か
ら
五
月

五
日
ま
で
、
弁
道
法
に
則
っ
た
「
第

八
十
六
回
大
道
会
摂
心
」
が
一
般

参
加
者
二
十
二
名
を
ま
じ
え
て
粛

々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

りじだよつよき-つ[ま日
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|菅山式参加募集

l宝 団日 山 シ リ西堂
山鹿 体に九 寺ャカ 謹 長今
寺 をか月 で オ の 師老 年
に組け十行 シヴの 師 の
1申み て こ わ ヤア晋 の九
しま、日れ ン I111 i直月
込す こ かま テ モ式弟 1-
み。 十らす ンン が 子五
下六 名九 プ トア太 日
さ月程月 ル州 メ 自に
lい 中度十 ・の
。に の九 憧

平成 25年 6月 1

築
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
ど
縁
に
導

か
れ
て
の
参
拝
で
あ
ら
れ
た
よ
う

で
し
た
。

尚
、
た
っ
て
の
ご
希
望
も
あ
り
、

昼
食
に
精
進
料
理
を
賄
い
ま
し
た
。

帰
り
際
、
ご

一
行
は
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
大
変
感
動
を
受
け
ら
れ

た
よ
う
で
涙
の
別
れ
と
な
り
ま
し

た。恒例の参禅研修

行われる E 

Eにたけ 二 まと前社の福後
E取食る 泊 し参十員 社 井 三三
り事行 三 た禅時は長の時月
i組作鉢 目 。研ま 三 外 タに 二 -
iま法 二 、坐修で十六ニ 上十 i
iれも回僧禅をみ ー 名オ 1.11九
iま前を堂中行つ日の 保 さ日 i
号し向含に 心 わちの 児|倹れの -
iζきめおのれり午子側た午

祖
山
授
戒
会
に

焼
香
師
と

し

て

大
本
山
永
平
寺
三
十
七
世
本
然

回
明
禅
師
石
牛
天
梁
大
和
尚
(
龍

献
寺
二
世
)
参
百
回
忌
逮
夜
焼
香

師
を
四
月
二
十
四
日
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
寺
は
承
応

元

年

(
一
六
五
二
)
八
月
本
山
閉

山
田
百
回
忌
の
折
、
末
寺
三
十
八

ケ
寺
と
そ
の
他
十
三
ケ
寺
で
茶
湯

料
を
献
納
し
て
い
ま
す
。
実
に
三

百
六
十
年
を
経
て
献
納
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
焼
香
師
に
昨
年
決

ま
っ
て
か
ら
は
、
先
ず
九
条
袈
裟

の
把
針
を
粗
家
の
御
婦
人
に
縫
っ

て
い
た
だ
き
、
御
供
え
の
鋭
餅
を

一
俵
拙
い
て
い
た
だ
い
た
り
、
記

念
品
の
お
経
袋
を
百
枚
縫
っ
て
い

た
.
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
多
く
の

御
老
師
に
御
教
示
を
受
け、

矢
継

ぎ
早
に
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
思
い

出
し
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
改
め
て
皆
様
に
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
龍
献
寺

加
藤
英
徳

彦Z

( 2 ) 

ア
メ
リ
カ
北
東
部
の
ヴ
ァ

l
モ

ン
ト
州
に
、
宝
慶
寺
で
修
行
さ
れ

た
太
白
西
蓮
尼
師
が
住
職
を
勤
め

る
健
山
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
る
。

こ
の
六
月
か
ら
三
ヶ
月
間
、
そ
こ

で
制
中
安
居
が
始
ま
る
。
{
玉
慶
寺

に
準
じ
て
、
三
回
の
勤
行
と
六
時

間
程
度
の
坐
禅
を
日
米
の
僧
侶
が

協
力
し
合
い
な
が
ら
勤
め
る
。
本

当
に
有
難
い
御
縁
に
只
只
、
感
謝
。

道
元
禅
師
織
が
学
道
用
心
集
の

中
で
説
か
れ
、
ま
た
、
正
法
眼
蔵

・
仏
教
之
巻
に
て
御
示
し
の
如
く
、

も
し
素
直
な
心
で
顧
み
れ
ば
、
自

己
の
操
行
の
心

(言
動
)
が
大
道

(
宇
宙
の
営
み
)
に
符
合
し
、
自
他

一
切
を
常
に
受
入
れ
支
え
得
る
大

安
心
に
住
し
て
い
る
の
か
ど
う
か

な
ど
自
ず
と
解
る
で
あ
ろ
う
。

符

号
せ
ず
し
て
は
心
身
安
曾
な
ら
ず
、

そ
れ
で
如
何
に
道
を
証
す
と
い
う

の
か
。
切
切
と
そ
れ
を
只
、
求
め

ん
と
す
る
側
道
に
、
ど
う
し
て
名

利
の
入
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、

な
ぜ
そ
の
根
本
を
求
め
る
生
命
の

道
に
、
禅
宗
だ
の
何
教
だ
の
と
い

う
名
前
等
要
す
る
だ
ろ
う
?
本
来

名
前
等
無
い
の
だ
と
。

信
仰
や
知
識
の
有
無
深
浅
も
自

分
の
引
に
今
、
去
来
す
る
私
の
産

物
で
し
か
な
い
。

さ
あ
、
仏
教
と
言
わ
ず
キ
リ
ス

ト
教
と
言
わ
ず
、
日
本
人、

ア
メ

リ
カ
人
、
誰
の
為
と
言
わ
ず
、
只

只
、
私
を
捨
て
去
り
、
法
の
為
に

法
を
修
す
。
只
管
打
坐
す
べ
し
。

S
・
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りじだよ-つき-つほ

秋
田
県
高
建
寺
徒
弟

v

高

野

俊

輝

-v上
山
前
夜
、

司
U
降
雪。

足
の
指

.
司
先
で
小
粒
の
氷

司
を
噛
み
し
め
な

が
ら
上
山
し
ま
し
た
。
附
れ
て
入

堂
も
果
た
し
、
こ
れ
か
ら
が
木
当

の
修
行
。
私
の
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
方
々
の
気
持
ち
を
胸
に
日
々

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日平成 25年 6月 1よ第 67号

新

至。

紹

介

島
根
県
硯
音
寺
徒
弟

'

土
井

龍

操

・
F

こ
の
よ
う
な

・
司

静
寂
に
包
ま
れ

E
司

た
美
し
い
自
然

可
の
中
で
、
仏
殿

に
お
仕
え
さ
せ
て
頂
け
る
喜
び
を

日
々
感
じ
な
が
ら
安
居
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

。期日 7月12日働-7月15日側
く〉講師及びその演題

-荒牧典俊先生 (京都大学名誉教授)

『般若心経~ iliil山大師と臨済大f:11i
-伊藤秀真先生 (愛知学院大学非常勤J，Wr:rli)
『宝凶寺と-J長-筆:禅師』

程 12日恰)午後.......14日(日)午前:荒牧先生

14日(日)午後.......15日側午前:伊藤先生

15日制午後 法戦式(首座問答式)

・参力11ご荷有望の方は、必ずご連結下さい。
・午前 ・ 午後とも作 2~昨j穫の予定です。
・述絡先 〒 9 1 2・0434福井YI~大野市宝腿守1・2

電脳寺WP'1イi可堂 TEL/FAX0779・65・8833

。日

島
問
恨
県
観
音
寺
徒
弟

中

村

敬

信

F

上
山
す
る
に

圃
当
た
り
師
匠
よ

司
り
修
行
中
の
心

構
え
と
し
て
の

ご
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
堂
長
老
師
よ
り
も
笠
宮
水
の

心
得
を
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
胸
に
修
行
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。ど
う
ぞ
、
組
』・E
回世

よ
ろ
し
ゅ
う
。

hE===-Ez----EZ==-2三
=ZE--E--三
三
三

EE--三

--------------------------------------"-----
-------------------------F

。
宝
慶
寺
吟
行
奉
納

ov

'

川
牛
・
犬
の
塚
を
濡
ら
し
て
五
月
雨
る
る
汐
谷
圭
子

川

川
奥
越
の
宝
廃
寺
苑
擬
宝
珠
咲
く
繁
田
美
代
子

川

川
苔
の
骨
鮮
し
く
雨
の
L

宝

物

殿

吹

田

ま

す
ゑ

川

川
十
薬

や

宝

物

般

の

頭

陀

袋

田

嶋

並

年

川

平
成
二
十
四
年
六
月
十
六
日

敦
賀
合
同
俳
句
吟
行
会

川

川
乱
雑
に
脱
ぜ
た
る
靴
を
揃

へ
あ
リ
雨
の
宝
廃
寺
詣
で

川

川
出
。つ
れ
ば

京

都

西

村

佳

代

川

川
念
ず
れ
ば
通
ず
ピ
吾
の
呑
を
薫
〈
導
か
れ
来
L
宝
鹿

川

川
寺
に

τ

広

島

米

安

幸

子

川

川
降
リ
出

ττ
し
ぶ
け
る
雨
に
境
内
を
作
務
衣
の
僧
の

川

川
か
け
T
ゆ
き
た
リ

漏
井

川
波

尭

子

川

川
庫
裡
に
多
数
か
け
あ
る
笠
の
飴
色
に
T
雲
水
ら
つ
け

川

川
托

鉢

な

せ

る

か

鯖

江

佐

々

木

邦

子

川

川

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日

北
陸
ア
ラ
ラ
ギ
「
柊」
短
歌
会

川

J

主--------------------------------------明----"--------------------------'・-----------骨時
------
--------------======-圭
===----zz-布

お
寺
に
来
る
犬
そ
の
5

昨
年
の
九
月
も
中
旬
に
入
っ
た

頃
、

つ
い
に

一
匹
引
っ
か
か
り
ま

し
た
。私
達
は
複
雑
な
思
い
で
、
首
輪

と
リ

l
ド
を
つ
け
ま
し
た
。

ωあ
あ
・
・
・
逃
げ
ら
れ
た
・
・
・
!

一
週
間
近
く
経
っ
た
こ
ろ
、
リ

ー
ド
が
首
輪
か
ら
は
ず
れ
て
、
子

犬
は
脱
兎
の
ご
と
く
逃
げ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

川
ま
た
、
櫨
に
入
っ
た
!

逃
げ
た
子
犬
は
首
輪
を
つ
け
た

ま
ま
、
裏
山
で
他
の
一
匹
と
遊
ん

で
い
る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
(
こ
こ
で
、
子
犬
は
二

匹
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

し
た
)
し
か
し
、
仕
掛
け
た
般
に
は
ど

ち
ら
も
な
か
な
か
入
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
椛
の
場
所
を
変
え
る
作
戦

に
入
り
ま
し
た
。

す
る
と
、

一
ヶ
月
も
経
っ
た
こ

ろ
(
十
月
下
旬
)
つ
い
に
、
ま
た

首
輪
の
つ
け
た
子
犬
が
引
っ
か
か

り
ま
し
た
。

ω里
親
、
つ
い
に
現
れ
る

雪
が
降
り
始
め
、
冬
が
到
来
し

た
十

一
月
下
旬
、
寺
の
近
く
で
、
つ

い
に
も
ら
い
手
が
み
つ
か
り
ま
し

た
。
ス
ト
ー
ブ
と
新
品
の
小
屋
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。
お
幸
せ
に
!

同
他
の

一
匹
も
早
く

救
出
(捕
獲
)
し
た
い
!

も
う

.
匹
は
速
く
か
ら
カ
メ
ラ

を
梢
え
る
と
、
観
背
織
の
前
で
き

ち
ん
と
座
っ
て
ポ

l
ズ
を
と
り
ま

す
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
と
同
時

に
悠
々
と
逃
げ
て
い
き
ま
す
。

母
焼
シ
ロ
の
言
う
こ
と
を
き
ち

ん
と
守
っ
て
い
る
お
り
こ
う
さ
ん

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

S
・
I
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参拝者の声
。
こ
う
ご
う
し
い
寺
に
感
激

・
感
謝
し
ま
す
。
末
永
く
お
灘
り

F

さ
い
。

山
形

県

四

姉

妹

。
一二
人
の
幼
い
孫
速
に
、
こ
こ
の
華
美
で
な
く
荘
厳
な
杉
木
立
と

汚
ん
だ
空
気
に
包
ま
れ
た
宝
鹿
寺
に
出
合
わ
せ
て
や
り
た
い
。

福

井

市

失

婦

。
娘
が
卜
冗
才
で
亡
く
な
っ
て
二
十
九
年
目
で
す
。
ぜ
ひ
、

宝
雌

守
で
供
強
を
し
て
頂
く
こ
と
が
前
々
か
ら
の
願
い
で
し
た
。

今
回
(
四
月
卜
七
日
)
そ
の
ご
紋
に
出
合
わ
せ
て
凶
き
ま
し
た
。

北
海
道
七
十
四
才
女
性

•••••••••• 
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月日}

七

日

十
六
日

二
十
二
日

月日}

祝
祷
修
正
会

大
般
若
転
読

(i
三
日
)

山
内
摂
心

(
1十
三
日
)

寒
行
托
鉢

(j
十
九
日
)

袈
裟
把
針

(j
二
十
九
日
)

十
二
日

十
五
日

+
七
日

二
十
七
日

二
十
八
日

{三
月
}

十
五
日

謹啓万緑の候皆様にはご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は当会

発展にご協力賜り厚くお礼申し上げます。

さて、今年も下記により 「第24回総会Jを開催致します。また、引き続き
下記のとおり、[特別法話jを予定しております。万障お繰り合わせの上ご参

加くださいますようご案内申し上げます。 謹白

読
遺
教
経

(
i十
四
日
)

浬
鍵
会
摂
心

(
i
七
日
)

僧
堂
試
験

釈
尊
浬
鍵
会

袈
裟
把
針

(
i
二
十
三
日
)

解
制
土
地
堂
念
諦

解
制
の
拝

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
ビ
ラ
氏

平成25年5月26日(日)午後1時より
大野市結とぴあ (多田記念大野有終会館)

(1 )平成24年度事業報告 ・決算報告

(2)平成25年度事業計画案 ・予算案審議

(3)その他

午後1時30分から

演題 菩薩行 一慈心豊かに生きる一

講 師倉田豊彰 師(菖洞宗特派布教師)

(富山県林洞寺住職)

「「
u==口

き

2.ととろ

3.議題

と

4.特別法話

長
期
参
禅

袈
裟
把
針

(1
二
十
八
日
)

タ
ニ
オ
保
険
社
員
参
禅
研
修

(1
三
十

一
日
)

二
十
三
日

二
十
九
日

{四
月
}

七

日

十
四
日

十
五
日

十
六
日

暫
到
上
山

(三
名
)

雪
囲
い
は
ず
し

定
岡
蔵
心
土
送
行

台
湾
東
禅
寺
様
ご
一
行

二
十

一
名
団
参

宝慶寺奉賛会ご加入のお願い

宝慶寺は、銀盤峰の山麓の標高500mの豪雪地にあり、道元禅師を慕い中国(宋)
から来朝された寂円禅師が開創された750年の伝統を今に伝える修行の寺であり
ます。

山奥の浄域は自然と共に呼吸する最高の坐禅道場であります。更に末永く、こ

の伝統を維持していくためには、有縁の方々の御芳宏、に頼らなければなりません。

つきましては、 趣旨にご賛同の方はぜひ、 奉賛会にご加入頂き有形無形のご支

援を伏してお願い申し上げます。

会費(年額) 個人会費 3.000円

特別会費 30.000円
※尚、既に会員等のご協力を頂いている方は、 同封の銀笛用紙にて、ご協貨のほどよろしく
お願い申し上げます。

10.000円法人会費
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